
企画：一般社団法人 大阪府訪問看護ステ－ション協会

2026年2月14日（土）マイドームおおさか

10:00～11:30 交流集会Ⅰ

シンポジスト

「特定行為が “地域とチーム” を変える
―現場で使いこなすための最初の一歩」

・川邉 正和（かわべクリニック 院長）

活動紹介：病院看護師・訪問看護師の各々の立場から

・間宮 直子 （大阪府済生会吹田病院副看護部長）

・津塩 昌子 （ふちゅう訪問看護ステーション 管理者）

・新井 茂登子 （訪問看護ステーションあらい 管理者）

現場が語る“特定行為”のチカラ
― 看護を変える実践とつながり ―

第１７回 日本医療マネジメント学会
大阪府支部学術集会

看護師による特定行為の実践は、患者・利用者のウエルビーイング
だけでなく、働く看護職・多職種チームのウエルビーイングに
どのような影響を与えているのでしょうか。
現場の実践報告をもとに、
医療マネジメントの視点から意見交換を行います。

参加費（学会非会員）：事前WEB登録 4,000円 ／ 当日：5,000円
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